
　この度は、茨木市PTA協議会広報紙「しぃ～ぴぃ～通信」を手に取っていただき
ありがとうございます。
　茨木市PTA協議会令和４年度会長の阪 和也（さか かずや）と申します。
　早いもので令和4年度も終わりが近づいてまいりました。
　３年間続いたコロナ禍も今年に入り災いを意味する“禍”の文字が薄くなってき
たように感じます。PTA活動の基本となります「集うこと・繋がること」も今年度は少しづつ戻ってきた
ように感じています。本協議会はこの流れを見据えながらも単に以前の状態に戻すのではなく、コロナ
禍対応での工夫を生かした更に新しい活動形態をめざして進んできました。
　その一つとして毎年欠かさず発行しておりますこの「しぃ～ぴぃ～通信」ですが、今年度は新たな取り
組みとして、この印刷版に加えデジタル版を２回発信させていただきました。誰もが簡単に手にとり要
点をまとめて伝えることができる紙媒体の印刷版「しぃ～ぴぃ～通信」を新聞に例えるなら、動画で見や
すく多くの情報を伝えることができるYouTube版の「デジタルしぃ～ぴぃ～通信」はニュースに例える
ことができます。ぞれぞれの利点を活かして伝える工夫をさせていただきました。「デジタルしぃ～ぴぃ
～通信」は本紙面掲載のQRコードよりご覧いただけます。こちらもぜひご覧ください。
　本協議会は各学校園PTA会長の集まりである連合PTAですので、会員の皆さんにはあまり親しみがな
いかもしれませんが、これを機会に茨木市PTA協議会（市P）へ関心を寄せていただければ幸いです。

令和４年度茨木市PTA協議会
会長　阪　和也

　茨木市学童通学安全対策協議会（通対協）は、教育委員会学校教育推進課が事務局となり、市P会長及び選
任された市P役員が通対協の会長及び役員を兼任している団体です。市Pは通対協本部となり単位PTAが
支部となります。単位PTA会長は支部長とし、地区委員会などと協力しながら各PTAの「愛のパトロール」
や「通学路に対する安全対策の要望書」の提出やそれに基づく是正対策の検討が円滑に行われるよう定期
的に会議を開いています。本年度は「飛び出し人形」のあり方や、活動の意味や大切さを広く知っていただ
くための対策などについても話し合いました。

　今の小・中学生は学校でタブレットを使い、インターネットは生活の一部となっていま
す。私たち大人は、インターネットのモラルや使い方をほとんど学ばずに利用しています。
　子どもたちは小さい時からネットに親しんでいるため、インターネットやスマホに対
する考え方や使い方も大人とは異なります。その中で、スマホやネットの利用やルール
に対する疑問や不安が浮かんできます。
　また、数年前より、子どものネット依存やSNSが抱える問題についてオンライン講演会という形で問題
提議してきました。
　本年度、この問題をより真摯に取り組むべく、当委員会を設け、茨木市内のネットに関するアンケートを
お願いしました。一人でも多くのPTA会員の皆様にアンケートの内容などを理解していただくために
YouTubeの紹介動画も作成しました。
　認定こども園・幼稚園、小学校、中学校58校園のPTA会員の皆様のご協力で800件近い回答が集まりま
した。
　アンケート回答は集計データがまとまり次第、茨木市PTA協議会ホームページで公開予定となっております。

YouTube デジタルしぃ～ぴぃ～通信チャンネルをご覧ください。
デジタルしぃ～ぴぃ～通信１号・２号
アンケートへのご協力PR動画（調査研究委員会）

役員会の様子 理事会の様子

ネットに関するアンケート調査（調査研究委員会）

デジタルしぃ～ぴぃ～通信チャンネル配信（デジタル広報委員会×I C T特別委員会）

茨木市学童通学安全対策協議会
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卒業生・卒園生への市長からのお祝いメッセージ
市長と市P会長との対談動画

●

●

ホームページからでもご覧いただけます。 茨木市PTA 検索

ご 挨 拶

　近年抱えるPTAの問題として「役員の選出が難しい…」「PTAって入ったら何をやらされるのか…」とい
うネガティブな感情が飛び交う中、茨木市PTA協議会の存在を認知されていない保護者の方が多数いらっ
しゃる現実も知り、我々も何かしなくてはいけないのでは？という思いのもと、今委員会が立ち上がりま
した。SNSや動画配信ツールが豊富になりだしたこともあり、こちらを使いどんな活動をしているのかを
知ってもらおう！という事をテーマに置き、デジタルしぃ～ぴぃ～通信を今年度作成いたしました。知ら
ないところって入っていくのも怖いですよね？少しでもPTA活動のハードルを低くし、PTAって面倒？で
はなく、PTAって面白いかも！に変えていければうれしいです。
　第1号は茨木市PTAではこんな活動しています！という内容とアンケート調査のPR動画を配信。その
後、茨木市長からの卒業生・卒園生へのメッセージ。茨木市長と茨木市PTA協議会会長との対談と、今年度
は３本の動画配信となります。画像は卒業生・卒園生メッセージの撮影風景や対談の撮影現場です。PTAと
いう場所は様々な人たちが集まる場ですので、このようなプロフェッショナルな現場もつくれちゃうんで
す。これを読む皆さんも、あなたの一芸
を茨木市PTA協議会の活動に活かして
みませんか？大人が本気で子どもたちの
事を考える。それがPTAという現場です。
　デジタル「しぃ～ぴぃ～通信」は
Youtubeで配信しています！チャンネル
登録をして絶対見てくださいね！

デジタルしぃ～ぴぃ～通信チャンネル https://www.youtube.com/@ibarakicp

市長との対談の様子卒業生・卒園生へのお祝いメッセージの様子

 

しぃ～ぴぃ～通信 しぃ～ぴぃ～通信 
茨木市PTA協議会

第13巻　第1号 茨木市PTA協議会 令和5年3月発行 市Pホームページ http://www.ibarakipta.org/



　今年度開催の第46回茨木市PTA大会は、新型コロナウイルス感染症蔓延の影響でYouTube LIVE配信
のみの開催となった昨年度の大会からマスクの着用や使用マイクの都度の消毒など感染対策を万全に行
い会場参加を再開したハイブリット形式で開催しました。また、例年開催していたクリエイトセンターが
工事の関係で使用ができず、オークシアター（福祉文化会館）での開催となりました。LIVE配信は開催後か
ら一週間の見逃し配信を行い、出来るだけ多くの方に届くように工夫をしました。動画配信は昨年から引
き続き特性を生かすため多数のカメラを使用し司会者、出演者及びパワーポイントの映像を適宜切り替え
るなどして見ていただきやすくなるような工夫を行いました。

　福岡市長から期待と気持ちのこもったご祝辞をいただき、大会宣言の発表などを行いました。

　「茨木っ子プラン ネクスト5.0」について説明があり、茨木市
教育委員会の取り組みや子どもたちの「非認知能力」を育むこ
との大切さを伝えていただきました。

　生徒指導を専門とし、いじめ、不登校、ネット問題等、課題を持つ子どもたちへの対応方法を研究してお
られます。今回は、事前に市内の会員の方々に「親と子のネット利用実態調査」を実施させていただき、その
回答を竹内先生に分析していただきました。そ
して、それを基に市内の小中学生と会員の方々
とディスカッションを行っていただきました。
その中では、会員の方々と子どもたちの率直な
意見や想いが引き出され、他の会員の方々を含
め多くの方が共感されたり、感心されたと思い
ます。子どもたちの使い方を制限するだけでな
く、子どもたちを信じながら使用する環境の整
備も重要であると感じました。

　会場とオンラインとのハイブリット基調講演は実業家の
永松茂久氏が「繋げよう未来（あした）へのきずな」をテーマ
に自身の経験をもとにした心に響く話をされ、会場全体は
大きな感動に包まれました。

　式典、表彰式、事例発表（吹田市PTA協議会）、講演会と続きま
した。
　表彰式では、コロナ禍においてICTをうまく活用した活動の
成果が認められ、本協議会が表彰を受けました。
　講演会では、歌手の相川七瀬さんのご講演でした。ご自身が
歌手でありながら３人の子育てをしながら、更に大学を受験し

3年生として現在も学び続けておられるそのポジティブな生き方に、参加者は大きなエネルギーを
もらいました。

茨木市PTA大会（市P大会実行委員会）

令和5年2月4日（土）13時～16時 会場参加とYouTube LIVE配信のハイブリット形式で開催

第１部　式 典

第２部　茨木市教育委員会の取り組み

第３部　講演会

「親と子で考える茨木市のネット問題とこれから」 講師：竹内 和雄氏（大阪府出身）

第48回 日本PTA近畿ブロック研究大会 神戸大会

第68回大阪府PTA研究大会

おめでとうござい
ます！

令和4年11月８日（火）
神戸市ポートピアホテルで全体会開催
（別日に分科会も開催）

令和5年1月21日（土）
大阪市立阿倍野区民センター大ホールで開催

　PTAの連合組織としては、茨木市PTA協議会（市P）は各学校園PTAの集まりであるのと同
じように、大阪府下の市町村PTAが集まる大阪府PTA協議会（府P）があります。そして更に、
日本全国の都道府県PTAが集まる社団法人日本PTA全国協議会（日P）があります。毎年日P、
府Pでは研究大会が行われ、今年度は例年通り集合形式で開催されました。本協議会からも役
員を中心に代表メンバー数名が参加しました。

兵庫県立大学環境人間学部 准教授


